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選
馨
人
名
簿
登
録
に
つ
い
て

－
薪
有
縮
者
も
登
録
の
申
出
を
－
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壮
士
人
名
雷
に
年
生
窯
で
在
る

こ
と
は
、
「
－
年
目
頂
の
要
件

で
、
日
置
－
喜
、
」
　
が
l
の
つ
て

も
、
霊
華
人
ノ
1
月
に
台
頭
き
れ

て
い
な
け
れ
待
避
、
窯
鮎
を
一
日
偵

す
る
こ
と
が
千
三
ま
せ
ん
。
一

昨
年
法
律
が
L
T
卑
し
れ
、
蓮
華

櫨
の
あ
る
を
の
で
、
居
住
地
の

遮
挙
人
名
簿
に
澄
無
さ
れ
て
い

な
い
も
の
（
′
車
有
精
者
を
否
む
）

は
、
時
期
と
し
て
本
人
の
申
出

が
な
い
か
ぎ
り
名
簿
に
は
詳
録

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
国
民
の
張
本
的

な
純
利
で
あ
る
遡
挙
確
を
国
民

自
ら
の
買
価
に
お
い
て
行
使
さ

せ
よ
う
と
い
う
主
旨
に
よ
る
も

の
で
す
。

そ
こ
で
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な

手
緩
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
選

挙
人
名
籍
登
録
は
年
に
何
回

か
。
登
録
資
箱
書
は
、
ど
の
よ

う
な
要
件
を
榔
え
た
も
の
で
、

登
録
で
き
な
い
も
の
は
ど
う
い

っ
た
甥
合
か
、
な
ど
い
ろ
い
ろ

の
へ
て
一
∵
よ
し
よ
う
。

1
“
遊
撃
人
名
言
膏
寝
は
年
二
回

（
三
月
二
l
日
、
九
月
二
十

日）
2
綜
鉦
の
申
出
は
い
つ
で
も
で

き
る
。
（
口
脇
祭
日
は
除
く
）

3
糖
鎖
の
申
出
は
、
原
則
と
し

て
本
人
が
選
挙
管
理
奏
す
会

に
文
吉
一
役
叛
窓
口
に
関
係

用
紙
が
あ
り
ま
す
．
）
　
で
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
出

川
の
と
き
に
選
挙
人
名
紳
発

鍾
証
明
告
か
未
綜
録
証
明
書

を
綱
住
所
地
か
ら
と
り
よ
せ

申
出
膏
に
添
付
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
関

原
は
住
民
蕎
録
法
の
改
正
（

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
十
日

施
行
）
に
よ
り
住
民
異
動
届

の
な
か
で
証
明
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
●

栃
有
機
者
（
溝
二
十
才
に
通

し
た
人
）
の
場
合
は
証
明
書

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登

録
の
申
出
だ
け
は
必
ず
し
な

4
ノ
』
i
一
の
申
出
定
一
し
王
い
と
時

間
と
し
て
二
・
人
名
雷
に
は

笠
舞
き
れ
ま
せ
′
悠

5
㍍
”
質
樟
お
よ
び
中
生
作

用
H
．
－
同
日
つ
で
あ
る
こ
と

0
年
全
滅
ニ
ー
才
以
上
で
あ

る
こ
と
。

㈹
三
月
一
日
、
九
月
一
日
ま

で
そ
れ
ぞ
れ
三
カ
月
以
上

引
き
結
き
住
ん
で
い
る
も

の

6
歳
鋲
で
き
な
い
も
の

値
禁
冶
産
雷

同
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
そ
の
執
行
を
終
る
ま
で

の
も
の
、
お
よ
び
そ
の
親

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
も
の

の
選
挙
犯
輝
乍
ら
に
よ
り
選
挙

権
が
待
止
さ
れ
て
い
る
も

の

7
三
月
一
口
、
九
月
一
日
ま
で

に
登
寮
の
申
出
を
し
た
も
の

が
5
の
資
絡
製
作
を
傭
え
て

い
れ
ば
三
月
二
十
日
、
九
月

三
十
日
に
そ
れ
ぞ
れ
名
紬
に
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ノ
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千

石
丁
目
工
十
一
王
事
　
同
　
点
宮
上

⊥
出
目
」
）
∴
つ
ニ
ー
と
ノ
〃
て
一
三
よ

」）°

9
i
－
当
人
－
＝
の
　
し
日
　
月
一

日
、
九
月
－
－
日
で
名
l

こ
く
　
子
ら
雷
の
名
缶
を
一

月

－

一

日

か

ら

同

月

二

十

日

ま
で
お
十
台
九
月
十
一
日
か

ら
同
日
一
－
日
ま
で
の
聞
役

さ
せ
ま
す
。

‖
－
∴
∴
日
子
U
日
照
り
白
日

㈲
申
出
人
が
行
J
催
告
で
あ
る

T
」
と

回
遊
、
告
人
名
篤
に
不
服
が
，
の

（
宮
こ
し
」

の
縦
覧
期
間
中
に
振
ら
れ
る

0
返
挙
人
名
福
に
登
録
す
べ

き
者
の
決
定
を
行
な
う
遊

挙
省
魂
委
員
会
に
対
し
て

行
な
う
こ
と

㈹
文
「
1
U
で
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
以
上
で
擬
巌
の

申
出
か
ら
選
挙
人
名
簿
に

発
録
す
る
ま
で
の
過
程
を

の
べ
ま
し
た
が
、
不
明
な

点
は
遠
慮
な
く
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
固
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
生
活
設
計
】簡

易
保
険
加
入
運
動

舗
易
保
険
は
国
民
の
経
済
生

活
の
安
定
と
柄
紐
の
域
進
に
蕃

与
す
る
と
と
も
に
加
入
者
か
ら

払
い
込
ま
れ
た
保
険
料
は
術
保

資
金
と
し
て
地
方
公
共
団
体
政

府
関
係
機
関
等
へ
瓶
質
さ
れ
町

づ
く
り
国
づ
く
り
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
郵
便
局
に
お
き
ま
し

て
は
明
治
百
年
を
記
念
し
て
簡

易
保
険
特
別
加
入
連
動
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
簡
易
保

険
は
団
の
事
業
で
あ
り
ま
し
て

国
民
の
福
利
瑠
進
を
目
的
と
し

て
い
る
こ
と
は
皆
様
も
御
承
知

の
通
り
で
す
が
皆
様
の
利
益
だ

け
で
な
く
住
み
よ
い
郷
土
を
作

り
、
学
校
、
道
路
、
水
道
、
住

宅
の
建
設
そ
の
他
公
共
垂
業
に

大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
り
ま

せん。

遠
賀
町
に
お
い
で
も
農
業
施

設
、
水
雷
後
の
災
害
復
旧
工
華

、
学
校
々
舎
粗
菓
、
水
害
後
の

学
校
施
設
、
櫛
易
水
道
ポ
業
、

町
営
住
宅
、
そ
の
他
専
業
施
設

と
し
て
二
千
万
円
に
も
の
ぼ
る

融
資
を
欄
易
保
険
か
ら
受
け
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
皆
様
が
加
入
さ
れ
て

い
る
契
約
の
掛
金
か
ら
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
も
の
で
当
町
の
加

入
者
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

よ
い
わ
け
で
す
。

右
の
様
な
趣
旨
か
ら
町
と
し

ま
し
て
も
こ
の
運
動
に
協
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
町
民
の

皆
様
の
御
力
添
え
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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『
町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
消
防
団
』

昭
和
四
十
三
年
消
防
出
初
式
挙
行
〃

去
る
一
月
十
四
日
乍
綱
九
時

か
ら
遠
賀
中
学
校
に
お
い
て
、

即
興
一
四
六
名
が
油
動
し
て
出

初
式
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
及
び
、
部
内
各

町
の
綱
肪
関
係
者
沌
び
に
、
町

内
外
来
賓
多
数
の
参
列
を
仰
い

で
盛
大
に
行
わ
れ
町
民
に
「
災

害
か
ら
生
命
、
財
産
の
保
全
に

万
全
を
期
す
」
心
強
さ
を
与
え

ま
し
た
。

な
お
引
続
き
、
消
火
施
設
普

及
功
労
者
、
優
良
団
員
：
水
準

勤
続
団
員
の
感
謝
状
及
び
表
彰

状
授
与
が
行
わ
れ
て
昭
和
四
十

一
二
年
絶
初
式
を
終
了
し
ま
し

た。

表
彰
状
、
感
謝
状
授
与
者
は

次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

（
敬
称
省
略
）

0
∴
相
聞
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
　
消
火
施
設
普
及
功
労
者

遠
賀
川
区
長

今
古
賀
区
長

東
町
区
長

○
　
永
年
勘
鱗
者

勤
続
二
十
車
年
∴
第
二
分
間
班
技

〃
∴
二
十
年
∴
第
一
分
即
班
長

〃
∴
∴
∴
継
二
分
団
分
団
長

〃　　　　第二分団々
貝

〃
∴
∴
第
三
分
図
割
分
団
長

〃
∴
∴
∴
第
三
分
間
班
長

〃　　　　第三分団々
貝

〃・

十
五
年

〃〃

十
　
年

〃

第
三
分
団
々
員

第
一
分
団
班
長

第
二
分
団
々
貝

第
二
分
団
々
貝

第
一
分
団
々
貝

第
一
分
団
々
良

策
一
分
団
々
貝

第
一
分
団
々
貝

石
松
　
荻
寮

加
藤
　
弘
一

高
橋
　
亀
碓

江
藤
　
和
良

今
田
　
藤
弘

丸
井
　
博
峨

大
場
啓
太
郎

松
本
　
健
吾

兼
松
　
月
次

甫
∵
晴
－
∴
∴
技

原
田
郁
次
郎

手
近
　
信
雄

舛
添
∴
賞
謙

小
野
　
邦
雄

遜
広
　
健
次

韮
広
　
哲
仁

水
上
　
恭
生

柴
田
　
保
彦

〇
　
億
良
団
員

第
一
分
団
班
長

第
一
分
団
々
貝

第
一
分
団
々
貝

第
二
分
団
々
貝

第
二
分
団
々
貝

第
三
分
団
々
員

第
三
分
間
々
凪

子
過
　
信
雑

太
田
　
勝
美

太
田
　
番
胤

大
鏡
∴
義
信

薬
∴
虎
男

原
田
郁
次
郎

青
野
　
克
感

臼
∴
県
消
防
協
会
遠
賀
支
部
長

表
彰

〇
　
億
良
問
員

第
二
分
団
々
貝
　
安
永
多
愁
男

第
三
分
団
々
員
　
櫛
藤
　
群
青

㊤
∴
遠
賀
町
長
表
彰

○
　
初
期
防
火
功
労
者

遠
賀
川
　
　
　
　
副
島
　
栄
繊

遠
賀
川
　
福
岡
ク
ボ
タ
遠
賀
川

営
業
所

㈲
∴
遠
賀
町
消
防
団
長
表
彰

○
　
優
良
消
防
班

第
二
分
的
班
長
　
軟
武
　
施
男

第
二
分
団
々
貝
　
林
　
　
厚
　
志

府
　
　
珊

木
　
　
班

愛
の
献
血
を
し
ま
し
ょ
う

〃
　
献
血
は
わ
た
し
に
で
き
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
〃

主
確
　
日
本
涼
子
学
位

遠
賀
町
分
会

後
援
　
遠
賀
町
同
人
会

日
時
　
二
月
十
五
日

（
上
陸
～
十
六
時
）

場
所
　
町
公
民
館

献
血
と
は
、
不
幸
な
人
の
祐

叉
は
交
通
事
故
名
の
為
、
個
人

個
人
が
自
分
の
血
液
を
無
伍
で

提
供
す
る
こ
と
で
す
。

ふ
献
血
の
出
来
る
万

l
瀧
1
6
才
以
上
6
5
才
に
満
た
な

2
血
液
の
比
話
が
÷
霊
山
以
上

の
万

3
前
回
の
採
血
か
ら
一
ケ
月
経

過
し
た
万

4
体
重
が
男
4
5
佃
以
上

女
4
0
佃
以
上

＠
献
血
の
出
来
な
い
方

1
献
血
の
日
に
熱
の
あ
る
方

2
風
邪
を
ひ
い
た
万

3
歳
近
伝
染
躯
に
か
ゝ
つ
た
方

4
納
入
で
は
坐
理
中
の
万

5
雄
振
し
て
い
る
方

過
去
六
ケ
月
に
難
娠
し
て
い

た
と
認
め
ら
れ
る
方

ゆ
隣
組
が
検
診
を
し
た
結
果
で

献
血
し
ま
す
。
皆
様
方
の
雄

熊
診
断
が
併
せ
て
出
来
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◎
献
血
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
の

た
め
に

④
献
血
手
頓
と
献
血
バ
ッ
チ
を

差
し
上
げ
ま
す
。

㊥
自
分
の
血
液
型
を
知
る
軍
が

出
来
ま
す
。
A
・
A
B
・
0

型等。

⑮
献
血
さ
れ
た
万
　
又
は
近
親

の
方
で
万
一
輸
血
の
必
要
が

起
き
た
崎
は
他
に
優
先
し
て

献
血
の
血
液
を
無
料
で
お
か

え
し
い
た
し
ま
す
。
こ
の
場

合
献
血
手
張
を
客
県
下
の
県

克
献
血
セ
ン
タ
ー
で
お
世
話

し
ま
す
。

㊤
健
康
な
人
は
年
間
二
度
献
血

し
て
も
耳
休
に
は
値
ら
さ
し

さ
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑰
献
血
者
の
為
に
左
記
の
と
お

り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
配
車

し
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ
い

9
時
5
0
分

島
津
橋
（
堂
塔
寺

側）若
松
神
社
前

鬼
薄
公
民
館
前

尾
崎
鰹
喰
バ
ス
停

尾
崎
公
民
館
前

尾
崎
自
軍

千
代
丸
パ
ス
仰

遠
賀
中
学
登
り
∩

今
古
賀
バ
ス
停

松
ノ
木
晶
門
橋

広
渡
バ
ス
停

老
良
公
民
飾
前

頭
町
末
永
商
店
浦

項
焦
氾
バ
ス
停

浅
水
神
社
部

〃　四ツ角

柁
蘭
橋

本
守
パ
ス
樟
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昭
和
4
3
年
度
町
県
民
税
の

申
告
に
つ
い
て

所
得
税
の
確
定
申
告
及
び

事
業
税
の
申
告
に
つ
い
て

｛
〃

んお謡口

∩
提
出
期
腿
及
び
捷
出
場
所

3
月
1
5
日
ま
で
　
役
出
航
芳
信

，
黒
生
保
吾
味
埴
生
が
直
接
受

付
け
て
い
な
い
分
に
つ
い
て

は
記
載
洩
れ
や
ー
涼
用
品
類
に

不
備
が
多
戒
め
i
リ
ま
し
た
の

で
、
用
宗
る
泣
け
直
接
積
荷

旅
に
振
出
下
き
い
。

へ
期
肌
ま
で
に
来
庁
で
き
な

い
方
は
区
長
へ
振
出
ま
た
は

郵
送
し
て
十
さ
い
。
）

－
小
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人

唱
和
4
3
年
1
月
1
日
現
在
当

町
に
在
民
誉
歳
事
の
有
鮎
－
小
）

問
わ
ず
住
所
（
生
活
の
本
拠
）

が
あ
り
、
間
柄
4
2
年
中
の
所

得
ノ
高
郷
の
合
品
徴
が
5
万
円

以
上
あ
る
人
は
両
生
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
5
万
日
以
下
で
も
両
作
品
＝

の
返
付
を
受
け
た
人
は
申
告

を
し
て
い
た
た
き
ま
す
ん
）

魚
町
県
民
税
は
　
　
用
年
の
所

持
（
胴
和
4
2
年
1
月
1
日
か

ら
1
2
月
針
目
ま
で
の
1
年
間

に
得
た
所
持
）
に
対
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
4
2
年
中
の

所
得
に
つ
い
て
申
告
下
さ
い

何
給
与
所
得
者
で
申
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人

給
与
所
持
者
は
通
常
の
場
合

申
告
を
す
る
必
攻
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
特
別

の
人
は
、
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

¢
絡
宮
所
在
以
外
に
地
代
、
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「
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．
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イ
L
－
∴
〔
1
－
Ⅵ
∴
∴
∴
∴
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L
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∴
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粟
、
思
語
、
諜
－
旅
所
律
だ

ピ
ー
の
所
在
の
あ
る
人
へ
汗
）

所
在
説
の
確
定
申
告
で
は

こ
れ
ら
の
給
与
以
外
の
所

得
が
5
月
同
月
下
で
・
い
れ

亘
∵
申
ノ
言
の
l
V
i
7
ノ
が
，
の
り
ま

目
方
が
同
日
』
売
値
に
つ
い

て
は
、
－
レ
リ
‖
以
下
で
も

申
告
し
ら
け
日
は
左
上
ま

で／

旬
未
申
1
月
1
日
現
在
冶
巧

の
子
吉
弘
い
を
一
言
日
で
い
る

人
で
勤
蔦
光
か
ら
当
町
役

場
に
給
与
支
払
巌
昔
日
の

提
出
の
な
い
人

中
旧
称
4
2
年
に
申
達
雄
成
し

前
持
て
給
与
所
得
の
あ
る

人
で
所
得
税
の
生
米
間
諜

を
受
け
て
い
な
い
人

口
昭
和
4
2
年
中
に
給
与
所
裾

の
あ
る
人
で
昭
和
4
2
車
中

に
退
服
し
た
人

用
雑
損
控
除
や
直
販
雄
控
槍

を
受
け
よ
う
と
す
る
人

⑤
、
申
告
蕾
の
送
付
を
受
け
て

い
な
い
が
申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

譲
当
者
は
、
役
場
税
落
係
に

高
来
の
上
申
告
下
さ
い
。

の
わ
か
ら
な
い
と
き

同
性
告
の
白
＝
き
方
な
ど
に
つ

い
て
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

税
蔦
担
当
者
に
お
点
れ
下
さ

な
お
、
お
i
母
ね
に
な
る
と

き
は
、
申
告
。
＝
に
は
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
扶
養
壇

聴
聞
等
の
わ
か
る
柱
間
は
必

ら
す
記
入
し
て
必
要
膏
類
を

持
参
下
ま
い
。

⑦
も
し
申
告
し
な
か
っ
た
と
き

は申
告
葉
誇
の
あ
る
人
が
も
し

申
告
＝
＝
を
捉
出
し
な
か
っ
た

と
き
、
申
告
膏
に
必
要
生
活

減
が
な
い
と
き
、
申
告
期
棋

∩
申
告
期
限

一
日
所
j
i
i
紺
品
位
の
情
宣
〓
′
＝

3
月
は
‖
（
水
）
ま
で

⑪
告
′
雷
同
の
申
告

3
月
1
5
日
（
水
）
ま
て

e
遠
賀
町
役
場
で
の
受
付
日
時

イ
税
の
申
告
及
び
用
人
の
問

県
民
税
申
告
右
－
左
記
日
曜
と

共
同
－
美
神
を
行
い
ま
す
。

申
告
日
＝
の
住
所
、
氏
名
、
勝

義
、
電
話
番
号
細
は
も
ち
ろ

ん
、
阻
偶
在
韓
樵
裾
の
氏
名

続
柄
、
圧
点
年
月
H
は
必
ず
記

入
し
て
わ
い
て
十
さ
い
。

⑪
給
与
所
得
の
み
の
所
告
プ
ー

は
申
告
す
る
必
要
が
の
り

ま
せ
ん
が
、
給
与
以
外
の

所
得
の
合
計
親
が
5
互
i
r
i
I

一
年
こ
し
え
ろ
人
、
そ
の
他
特

用
の
人
は
申
告
し
な
け
れ

ば
・
生
り
」
エ
せ
ん
の
で
申
告

日
＝
の
送
付
を
受
け
な
い
人

で
、
申
告
の
必
用
ノ
へ
が
あ
っ
）

と
思
わ
れ
る
人
は
役
理
税

㌶
億
城
‥
只
に
早
目
に
お
詰

れ
下
さ
い
。

㊤
迎
成
所
得
に
つ
い
て
も
⑪

と
同
様
で
す
。

①
確
定
申
告
を
す
ば
れ
税
金
が

戻
る
人

⑦
昭
和
4
2
年
中
の
配
当
や
掠

祁
紺
な
ど
の
収
入
が

少
な
く
：
て
の
は
か

受
付
時
間
　
9
時
5
0
分
か
ら

嶋
崎
ま
で

⑦
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人

①
朋
和
4
2
年
中
の
客
種
の
所

得
金
硯
が
、
二
円
七
、

五
〇
〇
日
十
和
拙
者
語
除

i
－
扶
養
持
僚
紙
」
よ
り
多

い
人
は
申
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

①
給
与
所
得
者
で
昭
和
4
2
年

の
途
中
で
退
潰
し
そ
の
絃

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
、

生
米
朝
雄
を
空
け
な
か
っ

た
人

㊤
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人

で
、
両
件
納
税
紙
が
予
定

納
税
瀬
よ
り
少
な
い
人

の
所
持
も
多
く
な
い

人
⑤
給
与
所
得
や
涙
高
所

得
の
あ
る
人
で
雄
据

盈
臨
、
塵
療
質
漁
礁
又
は

諦
筋
金
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人

和
合
を
高
め
た
け
れ
は
な
i
リ

山
王
や
ん

所
得
税
の
確
定
申
告
雷
を
提
出
し
た
人
の

事
業
税
及
び
町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

前
年
分
の
所
持
税
に
つ
き
縮
　
　
I
H
m
在
仕
向
の
あ
る
人
で
岩

定
時
持
出
を
捉
出
し
た
人
は
、
　
　
広
税
需
当
り
年
の
砕
ノ
弓
．
日
に
捉

辛
気
紀
の
日
生
ま
た
は
用
人
町
　
　
出
さ
れ
た
人
は
、
T
同
定
申
告
日
‖

県
鳥
税
の
申
告
の
弄
膏
は
ネ
ッ
　
　
の
「
弓
」
を
当
町
役
場
一
帆
与
信

ま
せ
ん
が
、

に
振
出
し
て
下
さ
い
。
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今
月
は
固
定
資
産
税
井
田
期
分
の
納
期
で
す

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

納
舞
阪
　
二
　
月
　
二
　
十
六
日
　
（
月
）

日
本
赤
十
字
に
つ
い
て

固
定
資
確
課
税
台
帳
の
縦
覧

3
月
1
日
　
l

囲
和
4
3
年
中
へ
の
同
定
、
買
塵
課

税
台
帳
を
右
記
の
と
お
り
閃
採

者
の
羅
先
に
供
し
ま
す
の
で
、

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
台
腹
は
、
聞
知
4
3
年
度

固
定
質
酷
税
（
土
地
、
家
屋
、

債
却
流
産
）
を
課
税
す
る
た
め

の
基
橙
と
な
る
も
の
で
す
か
ら

こ
の
縦
覧
期
間
中
に
台
様
を
穐

め
て
下
き
い
。

な
お
、
奇
蹟
の
内
容
に
つ
い

て
、
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
3

3
月
Z
O
日

月
1
二
日
か
ら
3
月
0
0
円
の
問
に

幕
寮
の
申
出
た
－
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

龍

∵
∴
矩
光
の
肋
間

3
月
1
日
I
《
3
月
2
0
日

毎
日
1
＼
用
8
時
5
0
分
か
ら
午

後
5
時
ま
で
　
（
士
岨
H
の
午

後
及
び
日
曜
日
を
隙
く
）

二
、
縦
覧
の
揚
新
造
買
町
役
場

時
雄
課
税
海
保

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を

縦
覧
に
供
し
ま
す

日
本
赤
十
字
　
（
口
・
亦
）
　
は
わ

れ
わ
れ
同
点
の
も
の
で
す
。
老

諾
男
女
、
そ
し
て
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
人
が
、
串
場
に
亦
－
字
の

博
愛
、
人
、
＝
－
の
心
を
し
っ
か
り

と
池
い
て
追
し
く
鋤
い
て
い
ま

す。
日
赤
は
、
天
災
地
変
の
あ
る

皮
に
救
助
に
、
物
質
補
給
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
一
正

に
草
葉
か
ら
皆
様
方
の
日
赤
基

金
に
対
す
る
御
協
力
の
賜
で
あ

り
ま
す
。

事
い
人
命
を
守
る
た
め
に
、

裾
岡
津
に
目
差
温
椀
が
あ
り
、

又
各
地
へ
出
張
し
て
胃
の
検
診

や
、
献
血
に
流
離
し
て
い
ま
す

胃
の
検
診
は
近
日
中
に
郡
内

で
行
い
ま
す
が
、
日
時
決
定
し

だ
い
固
I
i
i
i
〕
板
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。

ノ

（

．

1

0

㍉

∵

1

－

　

　

）

．

）

‖

I

I

I

I

か
ら
実
習
品
享
が
と
ど
け
ら
星

ま
し
た
。
県
日
詰
十
時
に
は
日

周
衣
詳
品
が
用
言
に
侶
え
て
あ

り
ま
す
。

名
家
塵
で
も
詳
て
る
に
は
侶

し
い
衣
料
告
が
有
え
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
捉
辛
や
捕
盤
を
し

て
、
県
日
赤
に
納
め
て
は
頂
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。
災
書
は
同

時
間
処
に
起
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
去
る
2
8
位
6
月
違
質
町
全

域
に
亘
る
水
雷
に
は
衣
料
拘
寅

砕
雰
－
い
た
だ
き
、
当
時
の
画
占
用

が
今
も
消
登
保
男
の
周
の
中
に

残
っ
て
い
ろ
ー
宜
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
町
民
の
珪
糠
、
今
枚

共
日
赤
士
人
に
綱
楊
力
し
て
下

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

徳
男
住
民
高
祖
会
誌

一
月
i
I
‖
現
在
で
胡
捜
す
る

遺
星
間
用
宗
へ
安
貞
会
友
員
運
否

人
名
簿
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
詰
り
質
量
に
供
し
ま
す

こ
の
名
諒
は
、
先
様
掃
出
さ

れ
た
両
品
目
に
）
、
－
す
い
て
作
成

し
た
も
の
で
す
が
、
記
載
も
れ

や
品
当
が
な
い
か
浩
出
て
く
た

さ
い
。

「工）

、
、
征
天
川
“
…
同

2
月
2
3
日
か
ら

3
月
8
日
ま
で

在
日
年
間
8
時
的
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で

一
、
温
－
＝
論
証
所

員
賞
町
役
場

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

支
給
手
続
時
効
に
つ
い
て

ブ
吊
i
埴
叛
告
の
叛
I
I
皇
宮
空
疎
　
　
湘
根
が
樟
1
弓
と
差
l
リ
」
享
・
の
で

転
入
、
転
出
を
し
た
と
き
は

必
ず
市
町
村
役
場
に
届
け
ま
し
ょ
う

①
話
人
。
福
川
・
日
用
変
里
等
　
　
㊧
剛
居
日
周
の
日
用
料
か
ら
上

し
亙
－
き
れ
て
い
ま
だ
に
米
用
け
　
　
　
出
高
明
の
周
れ
左
い
方
は
、

の
万
は
た
だ
ち
に
本
人
か
冊
∴
∴
∴
役
持
出
窪
に
こ
相
談
下
．
、

持
主
か
ら
届
け
出
て
下
）
⊂
い
　
　
　
い
。

左
記
の
方
か
ら
遠
賀
中
学
校
及
び
遠
償
町

公
民
館
に
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

誌
上
を
借
っ
て
厚
く
お
礼
席
上
げ
ま
す

て
、
出
面
4
0
）
1
月
1
日
現
在
－
∴
∴
手
－
．
大
町
の
方
は
、
一

理
掠
－
金
又
は
公
′
j
扶
助
浩
　
）
　
　
　
で
に
高
下
布
告
昔
年
玉

東
潰
し
て
い
高
言
I
J
及
一
嵩
黒
星
∴
∴
な
ず
ま
せ
て
ト
こ
い
。

又
は
高
i
当
日
の
ー
∵
－
一
生
し
て
い
　
　
　
　
屈
し
、
い
レ
l
間
i
」
同

に
ー
万
円
の
常
用
吊
接
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
－
五

く
1
．
／
i
＼
　
し
わ
）
こ
l
三
　
　
　
　
　
　
幸
、
「

こ
い
）
　
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吊
占
用
こ
つ
い
て
”
」

、
i
日
月
‖
イ
し
、
　
）
の
同
、
　
　
詰
ら
れ
十
さ
い
。

小
中
学
校
の
華
業
、
人
草
式
が

左
記
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す

一
月
求
ま
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l
月
中
」
校
へ
国
吉

日
本
の
I
＝
人
生
四
囲
出

御

寄

付

お

礼

汝
の
力
方
言
が
）
暗
証
余
話
油

i

．

ノ

一

「

、

こ

　

高

レ

一

日

ナ

王

さ

ま
L
T
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白
く
お
礼
　
出
し
「
詰
り
六
と

＝
／
に
「
高
上
∴
－
I
i
つ
∵
　
l

て
い
に
高
三
－

、一理

吏
　
i
　
〓
イ
ー
i
　
↓
　
＝
間
／
通
し
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i

－

需
用
者
－
印
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雄
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員
町
′
）
民
′
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へ

j

 

J

l

ノ

　

ン

紋
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